
 平成30年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～28年度）】 【29年度】 【今後予定（30年度～）】

【今年度要求のポイント】

: - 1 -

3-2
局・課名

12,720 9,650

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 29年度予算 30年度要求額 内容・積算等

期間

事業区分 ： 新規・拡充

平成30年度要求額平成28年度決算額

事業名 要保護児童支援事業

： 子ども青少年局・子ども家庭課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
子育て

　継続実施   継続実施

平成29年度予算額

9,263 11,317

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

34,846

4,405

0

1,444

623

300
近畿児童福祉施設スポーツ大会負担金等

臨海学舎にかかる宿泊費と交通費の1/2を限度

300

110

3,894

1,897

1,444

623

事業

概要

　さまざまな理由により、児童養護施設や里親家庭で暮らす
子ども（要保護児童）に対して、養育環境の向上に資するた
めに様々な施策を実施する。

社会的養護自立支援事業補助金

5,009

○児童家庭支援センター
　子どもに関する家庭からの相談や、子ども相談所とその他の関係機関との
連絡調整を総合的に行い、必要な助言や支援を実施する。
○里親支援機関事業
　里親等への委託等を推進するために、里親制度等の普及啓発等を実施す
るとともに、週末里親事業の実施や、里親等の資質向上を図るための研修や
里親に対する相談・支援等を実施する。
○社会的養護自立支援業務
　施設退所前の児童に対し、必要な社会常識や生活技能の講習会等を実
施。退所者に対しても、就職後のフォローアップ等退所後の支援を行う。
○児童養護施設の職員人材確保事業（研修業務・補助金）
　社会的養護を担う人材の確保のため、就職セミナーの開催及び実習を委託
し、実習を受けた学生等の就職促進を補助する。
○市内児童臨海学舎開催補助金
　市内の児童養護施設に入所している子どもたちに対し、児童の健全育成を
目的とした臨海学舎事業に対しての補助を実施。

児童養護施設等で入所措置されていた者に対して、継続した
自立支援を行うため、社会的養護自立支援事業補助金を計
上

負担金

児童養護施設の職員人材確保事業補助金 602 602

110

その他 720

30,187

市内児童臨海学舎開催補助金

里親開拓業務委託

幼稚園就園前児童集団指導教室補助金

31,092

債務負担行為

児童家庭支援センター運営委託業務

里親支援機関業務委託

社会的養護自立支援業務 児童養護施設退所者等支援事業から名称変更

　H　～　H

010014整理番号

合計 30,187 34,846

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

　継続実施


